




























要約:健全な咀囎機能の発達が,歯科保険医療の目的である。我が国の食文化の推移は,伝

統食から戦後の近代食へと急激な変化をなし,飲食傾向が進んでいる。それに伴い“噛め

ない子",“噛まない子"などと云われる咀嚼機能に問題のある子供達が増加していると云

われている。そのような咀嚼機能に問題のある子供達の咀囎は咀嚼筋機能が幼児型であり,

成人型の咀囎に成熟していなことが解っている。このような未成熟は授乳期から問題があ

ると考えられていた。事実,井上らの研究によると母乳哺育と人工哺育で子供の顎運動機

能に違いがあることが解った。すなわち,母乳哺育では吸啜の時に下顎をよく顎運動させ

るが,哺乳ビン哺育では口腔内に陰圧を作り顎運動は行わない事が解った。そこで今後そ

のような子供達の調査を継続的に行い,咀囎運動にどのような影響がでるかを調査する。

また,吸畷から咀囎運動開始には口腔の末梢のインパルスが重要な役割を担っていること

が,吉田らの犬の実験で解ったが,今後は歯根膜以外の顎関節とうの他の末梢からの刺激と

どのような関係になっているかを明らかにする。

さらに小椋らは,各個人の咀嚼から嚥下までの岨囎機能を総合的に評価する簡単な検査法

を開発した。その検査方法は,硬度と大きさを変えたゼラチンゼリー数個を摂食する時の

咀嚼時間と咀囎回数を計測する方法である。この方法によると,各個人の咀嚼能率を簡単

に計測出来るので各年代別の保健指用の基準値をつくることが目的である。


